
2025年度第 3回分類委員会記録 

 

日時：2025年 10月 2日（木）15:00～18:10 

委員：中井、井口、粕谷、黒田、小林、高橋、山本、藤倉（記録） 事務局：稲場 

欠席：蟹瀬 

 

資料： 

・ JLAサイトの「分類委員会のページ」の更新・修正依頼（中井委員長） 

・ NDC10版課題管理表（2件）（中井委員長） 

・ 「01 図書館．図書館情報学」の検討（中井委員長） 

・ 「X類の検討」（書式案）（中井委員長） 

 

報告： 

議事に先立ち、分類委員会ほか整理技術 3 ツール委員会の担当理事に就任された杉本理

事が挨拶に訪れた。 

 

1. 事務局より 

・ 事務局（稲場）より、在庫状況の報告があった。 

10版 10刷増刷に向けて動き始めている。修正が必要な箇所について確認してもらいた

い。 

簡易版・手引については当面問題なし。 

グッズについては大きな動きはない。総合展・図書館大会で頒布するので，再生産など

は次年度になるだろう。 

・ ウェブサイトについて，過去記録のうち移行できていないものは掲載方法も含めて検討

する。また、Metabridgeの停止に伴う「NDCデータ」ページの修正、分類調査結果報

告の追加等についても対応する（資料参照）。 

・ 外部より，NDCデータ（ttlファイル）の使用方法について質問があった。中井委員長・

藤倉委員の意見をもとに回答案を整理し，事務局から回答する。 

 

2. 各委員からの報告 

・ 中井委員長より、9月 17日（木）に部会長・委員長会議があったことが報告された。内

容として，目録・分類・件名の 3ツールについて担当理事が設けられたこと，全国図書

館大会（愛媛大会および次年度以降）について議事になったことが報告された。また，

部会・委員会のありかたについて検討が始まっている。 

・ 中井委員長より，9月 18日（金）に目録・分類・件名の各委員長と杉本理事との意見公

開会（オンライン）が設けられたことが報告された。内容として，各委員会・ツールの



状況や持続可能性などについて意見交換したことが報告された。 

・ 中井委員長より，目録委員会で実施している調査について情報共有があった。関連して

事務局から，分類委員会での調査での注意事項・留意点が有効に活かされているようで

あると補足があった。 

・ 藤倉委員より，NDC100周年記念事業計画（案）のうち，NDCをテーマとしたアナロ

グゲームの制作について，ゲームデザインを一般社団法人アナログゲームミュージアム

（AGM）に委託する案が示された。100周年事業を含め協会内での調査・調整を事務局

が行い，AGMとの連絡は藤倉委員が行う。 

 

3. 今後の予定 

・ 中井委員長より、令和 7年度書誌調整連絡会議が 10月 16日（木）に「国立国会図書館

書誌データ作成・提供計画 2026-2030（素案）について」をテーマとしてオンライン開

催されることが報告された。 

・ 藤倉委員より，TP&Dフォーラム 2025（第 34回整理技術・情報管理等研究集会）が 11

月 23 日（日）にオンライン開催されることが報告された。今回は目録・分類（件名・

分類）に関する発表がある。 

・ 高橋委員より，図書館総合展への TRC出展予定が報告された。 

・ 事務局より，総合展への協会ブース出展予定について報告された。 

 

協議・確認事項： 

1. NDC10本版の増刷（10刷）について 

増刷を行うことを確認した。9刷と同様、追加の修正はなく、奥付のみを修正する。 

 

2. 「01図書館．図書館情報学」の検討 

中井委員長より，検討の進め方のサンプルとして，「01 図書館．図書館情報学」につい

て、対象分野の全体構成、改訂を視野に入れた検討課題および留意点が示された。先だって，

コロン分類法（CC）やブリス書誌分類法第 2版（BC2）を参考に図書館学分野のファセッ

ト化の可能性を試行した付論についての説明があり，その仮説を用いつつ検討課題を抽出

したことが報告された。 

 

3. 11版改訂に向けた各類事前調査の進め方について 

中井委員長より、各類の事前準備の方法として、次の①～③の提案があり、各類検討用の

書式案が提示された。 

① 細目表を概観し，各項目と表構造を再確認する 

② 検討課題とその実現性を整理する 

③ 留意点を確認する 



意見交換の中で、①が必要か、課題管理表と②の書式を合わせたほうがよいのではないか

等について質問があり、①は本版の各類概説にもあるのでなくても可、提示した②の書式の

項目が充たせればどのような書式・フォーマットでも可となった。 

次回委員会で 0類（小林委員）と 1類（高橋委員），可能であれば 2類（藤倉委員）も検

討する。 

 

4. その他 

各類検討の必要があるため，11 月 13 日，12 月 11 日に委員会を開催する。1 月は 22 日

か 29日を予定。 

 

次回委員会予定： 

11月 13日（木）15:00～ 

以上 

 


